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まとめ

大気腐食環境において鉄鋼材料は大きな腐食速度を示すが、
これは鉄さびの酸化還元反応に伴いカソード反応が加速され鋼材の溶解が
進行するためであると考えられる。

さびをデザインすることにより鉄鋼材料の大気腐食を抑制することが可能になり、
さらに腐食環境や防食技術に応じてさびをテーラリングすることで、
種々の鉄鋼インフラの長寿命化が可能になると考えられる。

様々なさびの放射光解析は、さらなる防食技術を生み出すために、
基礎となる有用な知見を与える。


